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例2: 「たなかけんたへの手紙」 
読解
基礎
中等プログラム　5年

基準 A B C D E

得たレベル - - - - 2

背景
•	 日本の国外で日本語学習者が出会う文の中で最も一般的なものが手紙であろう。そのためこの

課程においても手紙の読解を重点的に学習して来た。この課題はMYP5年生の二学期に実施さ
れたものなので、基礎課程の生徒には手応えのある問題だったであろうがペンパルからの手紙
としては十分に本物に近い形だったと思う。

•	 同課題は試験監督の下で辞書やメモを使用せずに実施された。

•	 同課題は基準E内で評価された。 （従って）筆記力は考慮外であり、（教師側が）意味さえ分
かればそれで構わない。一番高い獲得レベルである7-8バンドでは、本文から結論を引き出さ
ねばならないのだが、これに日本語で解答するのは困難な場合が多い。従って質問は日本語と
英語の両方で行なわれ、解答もどちらの言語を使用しても良いとした。尚: 言語Ｂガイドに書
いてあるように、読解問題に答える時、生徒は学校の授業で使われている言語を使って回答し
ても減点されない。生徒回答例の中でも英語が使われているが、それは生徒が学校で英語を
使っているからであり、日本語で回答しなかったという理由で減点はされていない。 

評価

基準 E 読解 
最高レベル8
この作品がレベル2を得た理由は以下の通りである。
•	 レベル1-2に当たる問1と3に正しく解答している。

•	 またレベル5-6に当たる問9に正しく解答している。

•	 見慣れた言葉が使ってある基本的な事実をある程度読み取っているが、ほかの問題には正し
く解答していないことから部分的にしか本文を理解していないことが分かる。

以下の項目が習得できていれば同生徒はより高いレベルに達したと思われる。
•	 答えを裏付けるために、特にバンドレベル7-8に当たる問題には、もっと詳しい内容や理由を書

く。本文を理解していることを示すためには、答えは本文中の情報に理由付けられていなけれ
ばならない。
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読解用テキスト

Reading comprehension text  
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生徒の回答
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